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   APEC 開催中における自衛隊部隊の出動に関する抗議と申し入れ 
 
 さる 11 月 13、14 日に開催された APEC（アジア太平洋経済協力会議）首脳会議の期間に、私たち「いらな

い！APEC 神奈川の会」など複数の市民団体が 9 月 13 日に松沢知事宛てに「自衛隊出動をしないこと」を求め

る要請をしたにもかかわらず、陸海空の自衛隊が APEC 会場周辺を中心に出動されました。 
 
 とりわけ、APEC 会場パシフィコにほど近い米軍 NAVY 基地ノースドック敷地内に、陸上自衛隊練馬駐屯地

所属の核・生物・化学（NBC）兵器に対処するとされる部隊である第一特殊武器防護隊の車両が大量に配置され

ていたことが確認されています。しかも、配置された車両の多くには「災害派遣」と大書きされた布が貼られて

いました。 
 
 APEC 開催の一年以上前から「サリン散布によるテロ」を想定した訓練が横浜をはじめ各地で繰り返されて、

出動した自衛隊部隊も核・生物・化学（NBC）兵器に対処するとされる第一特殊武器防護隊でした。しかし、「テ

ロ」を想定した自衛隊の出動であったと仮定して、サリンなどの毒ガスやたとえ化学兵器・放射能兵器による攻

撃であっても、東京消防庁の化学機動中隊（HAZ-MAT）などの非武装組織で NBC 災害における人命救助・化

学物質の特定・除染は充分可能なはずです。また、犯人を捕捉し、逮捕するのは当然警察の権限です。それをあ

えて自衛隊という武装した組織を配置させる理由があったのでしょうか。 
 
 APEC 首脳会議では、従来からの「テロ対策」とともに「自然災害に対処する能力の国際的な強化」が謳われ

ました。その実態は軍隊の出動による「占領状態化による秩序平定」でしかないことはこの間のハイチにおける

国連軍の振る舞いと民衆弾圧であきらかであり、APEC 開催を「災害の未然対処を口実とした治安予行訓練」に

するかのような自衛隊の出動に、私たちはあらためて強く抗議します。そして、「災害救助」を大義名分とした

軍隊の出動の常態化による「社会の軍事化」に強く反対するものです。 
 
 松沢知事には以上抗議するとともに、以下の質問に答えていただきたく申し入れます。  
 
１．APEC 期間中の一連の陸海空自衛隊の出動は、松沢知事の出動要請によるものなのか。 
 そうであるとすれば、どのような緊急性・必要性・法的根拠をもって出動要請したのか。 
 知事でないとすれば、誰の要請と命令権限によって出動したのか。 
２．11 月の少なくとも 12、13、14 日に米軍敷地ノースドック内に「災害派遣」と書かれた布が貼られた自衛隊

車両が配置されていたが、この時期にどのような「災害」が起こっていたのか。 
  「災害」が何も起こっていなかったとすれば、「（まだ）起こっていない災害」のために自衛隊を動かせる法

的根拠があるのか。 
３．そもそも、APEC 開催中に「サリン散布」などの NBC 災害が起きうるという情報が、一つでもあったのか。

あったとしてもＮＢＣ災害に十分対処できる消防庁部隊ではなく、自衛隊部隊を出動させたのはなぜか。 
 
 以上の点について、県が関与していなかった場合でも、事実関係を調査してあきらかにしていただきたく思い

ます。なお回答は文書にて、2011 年 1 月 20 日までにお願いします。 


